
グループインタビュー「地域と子ども 中学生・青少年」のまとめ  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

       
 
 

 

学校の取組み 

ふるいまち 

地域との関係に

歴史あり 

ボランティア活動 
・まつりボランティア（自治会のお手伝い） 

・ファイバーリサイクル 

・サマーボランティア 

・参加する子どもの偏り 

共同イベント 
・親善野球 
・集まらない 

あいさつをしよう 

総合学習/学校祭 

・老人会と小学校、中学校との交流 

・体験学習 

・職場訪問 

学校が、地域の意見を聞く場をつくる 
地域と学校の関係 
・万引きについて親へも教育 
・学校開放 
・防犯 

子どもの学校生活 
・校則 
・学年間交流 

地域の中での生活・福祉の取り組みを教えて欲しい 福祉教育 
・啓発 手話をする指導・存在を知らせる 

子供達を取り

巻く地域の 
現況 

外に子供がいない 
・子供が忙しい 疲れている 
 

子ども社会 
・子ども会 
・役員（母親） 
・異年齢子どもたちによるの自治組織 
・小学校で遊べなくなった 
 

中学生の 
居場所 

集まるとこわがられる 
 

もう少し温かい目で中学生

を見てほしい。昔はもっと

地域がおおらかだった 

どこにいけばいいのか 

居場所のなさ（中・高校生） 
・遊ぶ場所 
・お気に入りの場所 
・部活 
・地区センター 
・小学校（グランド開放）自治会館 
・あると良いなと思う場所 

施設は自由解放（←個人でもＯ

Ｋ）にして子ども達がガチャガ

チャ遊んでいるように 
何となく見守る人がいて、自由に遊べると

ころが必要。自由に行けるところ。自主管

理、企画運営という考え方も 
だれがその「場」の責任を

取るのか 

地域に中学生の出番をつくる 

マナーから始める 

人間関係をつくる 
・具体的な人間関係を作ろう 
・声を出していこう 皆が声を掛け合う 
・どこの子かわかる 
・ご近所さんとの付き合い 

大人は説教をする 

行事参加 
・中学生は地域と触れ合っている 
・親の参加を仕掛けたい （父親の参加） 
 

子どもの人間関係 ・友達について 
・親子関係 母親 父親 
・つながりたい人（理想） 

地域と共に子どもたちを守る 
・危険な大人 不審者 
・居住環境 
 

子ども守る地域の眼 

現況・課題 提案 

小学校で異年齢同士遊べるように 


